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背景

参加機関・組織

 国立極地研究所
 東北大学理学研究科附属惑星プラズマ・大気研究センター
 名古屋大学太陽地球環境研究所
 京都大学生存圏研究所
 京都大学理学研究科附属地磁気世界資料解析センター
 京都大学理学研究科附属天文台
 九州大学宙空環境研究センター

 大学や研究機関に分散する超高層大気地上観測データを効率的に
検索・取得，そして解析するための研究インフラを整備する
 IGY以来の国際共同観測事業で蓄積された観測データ(アナログ・デジタル)

の流通
 分野をまたがる多様なデータの解析による超高層大気長期変動研究の進展

超高層大気長期変動の全球地上観測・研究 プロジェクト
IUGONET

Inter-university Upper atmosphere Global Observation NETwork

http://www.iugonet.org/
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両極域から赤道域を連結する観測ネットワーク

スバールバル

ISレーダー
流星レーダー
オーロラ観測 飯館・女川観測所

SuperDARNレーダー

昭和基地

SuperDARNレーダー２台
MFレーダー
オーロラ観測
地磁気多点観測網
昭和・女川ELF 同時観測

飛騨天文台

ペルー国立イカ大学

北海道HFレーダー
（観測範囲）

トロムソ

ISレーダー
流星レーダー
MFレーダー

アイスランド
オーロラ観測所 （２点）
地磁気観測所 （３点）

フレアモニタ望遠鏡

太陽磁場活動望遠鏡

惑星シンクロトロン電波望

遠鏡

Equatorial Atmosphere Radar

EISCATレーダー

フラックスゲート磁力計シス
テム

MAGDAS観測点

赤道大気観測所

赤道大気レーダー
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観測データベースに関する現状の問題点

?
?

B研究所 C大学A研究センター

極域オーロラ
データベース

赤道大気
データベース

地磁気指数
データベース

地磁気観測
専門家

・・・
・・・

極域観測
専門家

赤道大気観測
専門家

• 複数の機関により多種類かつ大量のデータが観測・管理されている
• 他分野のデータへ辿り着く為の手がかりが無い・調査に時間が掛る
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B研究所 C大学A研究センター

極域オーロラ
データベース

赤道大気
データベース

地磁気指数
データベース

地磁気観測
専門家

・・・
・・・

極域観測
専門家

赤道大気観測
専門家

“メタデータ”を活用した観測データベース利用

・・・
・・・

メタデータDB

メ
タ

デ
ー
タ

抽
出

XML

ファイ
ル

メタデータの流通

• 観測時刻
• 装置の種類
• データフォーマット
• データの所在地
• ... etc.

例)

• 色々な機関の多種多様な観測データに関するメタデータ(データの所在情報な
ど)を検索
• 実際の観測データは，各機関のデータベースが提供
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IUGONETのプロダクト

 SPASEデータモデルをベースにした，IUGONET共通メタデータ
フォーマット(Ver.1)を策定した．これをもとにメタデータを作成中．
 DSpaceを利用して，メタデータ・データベースシステムを短期間で構
築中．
 IUGONET各機関が提供する観測データを表示・解析するためのソフト
ウェアをIDL+TDASで開発中．

メタデータ検索システム 解析ソフトウェア

フリーワード
による検索

時間や場所に
よる絞り込み

データタイプに
よる絞り込み

様々な観測データ
をまとめて描画
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データベースの選定

 リポジトリソフトDSpaceを採用
 MITとHPが開発，オープンソースで公開

http://www.dspace.org/
 v1.7.0: 2010-12

 v1.6.2: 2010-06

 v1.6.1: 2010-05

 v1.6.0: 2010-03

 Javaベースのシステム
 Apache Tomcat, Apache Lucene,

PostgreSQL

 学術機関リポジトリで
多く利用されている

 IUGONET向けにカスタマイズをして利用

 WEBインターフェース
 メタデータ・フォーマット

DSpaceトップ画面
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IUGONETが必要とする主な機能

1. 時間・地理空間の範囲検索
 地球温暖化などの長期間にわたる自己相関
 地球規模で起こっている現象の相互作用

2. 外部提供インターフェイス
 可視化・解析ソフトからの利用
 超高層大気分野以外のデータとの相互検索

3. 管理(登録)のしやすさ
 プロジェクト終了後も研究者が管理できること
 長期運用体制の確立
 大量件数の登録・高頻度の登録

4. メタデータ登録速度
 登録予定数は100万件以上
 １度に10万件単位の登録の可能性がある
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1. 時間・地理空間の範囲検索

 DSpaceは標準メタデータフォーマットにDublin 

Core(DC)を採用
 DCは書誌的な情報を記述するためのもの
 たとえば，作者やタイトル，作成日

 作成日や登録日などの時間情報は，点情報

 IUGONETで扱うデータは観測データであり開始時
刻と終了時刻の間に情報を持つ
 検索エンジンLuceneのRange検索クエリーを複数組み

合わせることで検索を実現
 地理空間の緯度経度空間の検索も同様

時間

作成日，登録日

時間観測開始 観測終了

観測継続中
検索クエリー 検索クエリー 10



2. 外部提供インターフェース

 DSpaceの外部提供インターフェイス
 メタデータ交換: OAI-PMH

 横断検索: OpenSearch，SRW/U(関連開発物)

 IUGONETの利用例
 解析ソフトウェア(観測データの所在情報等を取得)

 検索クエリー，出力データのカスタマイズが必要

(1)検索クリエー

IUGNET MDB観測データDB

(IDLVM+TDAS)

(4)観測
データ

(3b)wget
(内部呼び出し)

(3a)ロード・
プロシージャ

(5)プロット
(解析・可視化)

(2)メタデータ
(XMLファイル)
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3. メタデータ登録システム

IUGONET
メタデータDB
(by DSpace)

ドラフトメタデー
タリポジトリー
研究機関から提出されたメ
タデータの一時集積場

書式・内容チェック、整形
(自動スクリプト＋手動)

IUGONET機関1
Git リポジトリー

自動実行
スクリプ
トで登録

エラー無しメタデータ
修正済みメタデータ

 メタデータ登録システムの開発
 IUGONET各機関で観測データからメタデータを抽出
 提出されたメタデータのチェック，バージョン管理，データベー

ス登録を行うシステム

登録待ちメタデー
タリポジトリー

• 通常のファイルシステム
感覚でDSpaceへ登録
• 変更履歴を残す
• 更新リスト作成が容易
• バックアップ

その他国内外の研究機
関

・
・

・
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メタデータ登録システム

 メタデータの登録
1. Gitリポジトリの履歴情報から登録リストを作成

• 追加コミット分だけをチェック
• 複数のコミット分を１つに集約

• 同じファイルが追加そして削除された履歴は，無視

2. SPASEフォーマットからDSpaceフォーマットに変換
3. 削除，追加，更新の順番でDSpaceに登録
4. 登録ログとして，コミットIDとアイテムIDを保存

• 次回の登録時に利用

削除 追加 更新

メタデータ
リポジトリ

コミットID&アイテムID

リポジトリ

履歴情報から作成
 削除リスト
 追加リスト
 更新リスト

DSpaceに登録

登録ログ

Gitリポジトリ

① ② ③
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4. メタデータ登録速度

 DSpaceのメタデータ登録速度の性能評価
 DSpace 1.6.2と1.7.0を測定，比較した
 DSpaceは，IUGONETカスタマイズ版を使用
 メタデータフォーマット(登録・検索対象)を追加

 1000件ずつ追加登録経過時間を測定

DSpace

(検索エンジン)

1.6.2

(Lucene 2.3.0)

1.7.0

(Lucene 2.9.3)

CPU Intel Xeon W5590 

3.33GHz x 2 

←

Memory 48GB ←

HDD 1TB(Software RAID1) ←

OS CentOS 5.5 x86_64 ←

データベース PostgreSQL 8.4.5 ←

Java 1.6.0_23-b05 ←

性能試験環境

DSpace 1.7.0は，
2010-12-17リリース
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登録試験のサンプルデータ

 登録試験に用いたメタデータ
 観測データファイルに対応するメタデータ
 観測時間，場所，データファイルのURLの情報

 登録要素数は少ないが，現実に大量件数の登録が必要
 約20要素



メタデータ登録速度試験の結果

• 1.7.0は，100万件まで登録したが登録時間はほぼ一定
• 1.6.2 は，登録済み件数に比例して登録時間は増加

• 線形増加すると仮定すると，100万件時には1000件の
追加登録に約7時間掛る

累積が最終的な登
録時間になる

追加で1000件登録し
たときの経過時間
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まとめと課題

 DSpaceを用いて地上観測データのメタデータ・データ
ベースシステムを構築中である
 時間・空間の範囲検索を実装した
 メタデータ登録システムを開発した
 DSpaceのメタデータ登録速度の性能評価を行い，バー

ジョン1.7.0を使えば大量件数時でも運用上問題ないこ
とを確認した

 外部提供インターフェースの利用を検討
 現在，出力要素をカスタマイズ中である
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